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秋田県内の大気汚染マップ作成に関する調査研究（第 2報）

成田理 斉藤学＊1 佐々木誠＊2

1 はじめに

近年、環境問題に関する閲心が高まってい

るなか、県内全体の大気環境濃度や居住する

地域の大気環境涙度が、どの程度の状況にな

っているかを視覚的にわかりやすい方法で知

りたいという要望が強くなってきている。さ

らに、 リゾート開発等の各種開発事業を行う

にあたり、適正な環境利用を図るための資料

として、大気環塙状況を単•一の汚染項目のみ

ならず総合的な環様指椋で表滉した全体図が

必要となってくるものと考える。

そこで、県内全体の大気環境濃度を視覚的

に把握するため、平成 2年度から 3年計画で

既設の大気汚染常時監視測定局及び補完調査

地点での測定データをもとに、大気汚染マッ

プの作成に関する謁森を行っている。

昨年度の第 1,(li1)では、リ，し内の中央地域で

ある秋田市について、 S02及びN02の濃度分

布図を報告したか、今年度は、県内の県北地

区に 5カ所の補完調査地点を設け、自動測定

機等による測定を行い、既設の大気汚染常時

監視測定局のデータと併せて大気環境濃度調

査を行ったので、その結果を報告する。

2 調査方法

2. 1調査地点

調査地点は図 1に示す闊成の大気汚染常時

* 1現能代保健所 ＊ 2現環境保全課
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監視測定局11局と補完調査地点 5地，点で、そ

の概要は表 1のとおりである。

補完調査地点A は、近くに 1’—ill1）JI・ド排出ガス

測定局が設置されているが一般環境人気測定

局がなく、その地域での環境濃度を把握する

ため、また、 C、D地点も地域内に一般環境

大気測定局がなく、海岸部と内陸部の中間濃

度を把握するため設置した。さらにB、E地

点は一般環境大気測定），，iであるが、 B地点は

常時監視されていない項日の閑境濃度及び浮

遊粒子状物質の成分濃度を把捉するため、 E

地点は浮遊粒子状物質の成分濃度を把握する

ためにそれぞれ設置した。

2. 2調査時期

調査時期は、既設測定局が平成 3年度の通

年間，l否。補完調査地点は、 B地点のオキシダ

ントか平成 3年5月から 4年4月までの 1年

間、その他の項目は季節鉦にイト4l.rrJ'だ施し、

1回の調査期間は概ね151―l間で次のとおりで

ある。

春季平成3年5月16日～ 5月30日

夏季平成3年7月31日～ 8月16日

秋季平成3年10月16日～10月30日

冬乍平成4年2月4日～ 2月19H 

2. 3調査項目及び澗定方法

祉）＇Jじ，J叱j査地点での調森項 l」は、二酸化硫黄、

評遊粉じん、窒索酸化物、オキシダント、浮



t
 

•平成 3 年度調査地点

• A~E 補完調査地点

• I~I I 既設測定局

0平成2年度調査地点

図1 調査地点
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表 1 調査地点の概要

地点 局名及び 調 査 地 占ヽヽヽヽ 概 要
測定項目

番号 地点名 市町名 測定地点

補 A 鹿 角 鹿角市 鹿角総合庁舎 S02, SP, NOx，成分濃度

,フ...じ. ̂ 
B 大館局 大館市 大館鳳鳴高校 NOx,Ox，成分濃度

C 既 巣 既巣町 鷹巣保健所 S02, SP, NOx，成分濃度
地
D 阿 仁 阿仁町 阿仁町役場 S02, SP, NOx，成分濃度

‘占’‘‘ E 能代東局 能代市 能代保健所 成分濃度

1 人館局 大館市 大館鳳嗚高校 S02,SPM 
- "臀~．．

2 能代東局 能代市 能代保健所 S02, SPM, NOx 
既
3 能代西局 能代工業高校 S02, SPM, NOx, Ox ” 

設 4 浅内局 ” 浅内小学校 S02, SPM, NOx 
5 桧山局 ” 桧山診療所 ” 

測 6 昭和局 昭和町 昭和町商工会館前 II 

7 船川局 男鹿市 船 JI I 泉 台 S02, SPM, NOx, Ox 
』疋'̂  

--・- -

8 船越局 ” 船 越 支 ）川・ ” 
局
， 鹿角自排局 鹿角市 十和田公民館 NOx, 
10 大館自排局 大館市 大館市立病院 ” 
11 能代自排局 能代市 能代巾分庁舎 ” 

表2 測定方汰

調査項目 使 用 機 器 測定方法及び分析項目

二酸化硫黄 紀本電子工業 M-316 溶液導電率法

評遊粉じん 紀本電—fl〗＾業 AP-362 光散乱法
••t,-• •-.』―•- - ．．』・F・・ -・・・ - •• _ • 

窒桑酸化物 電気化学叶器 GPH-74M-1 吸光光度法

オキシダント 京都電子工業 OX-07 吸光光度法

浮追粒子状物質 ローボリウムエアーサンプラー 成分濃度(Fe,Mn, Na, Ca, Al, K, Zn, CI-, SO/-, N03-, NH4 +) 
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遊粒子状物質の成分濃度の5項目で、各補完

調査地点の調査項目は表 1、項目毎の測定方

法は表 2のとおりである。

2. 4濃度分布図の作成方法

既設測定局の測定データは、中央地区につ

いては平成2年度、県北地区については平成

3年度の大気汚染常時監視測定結果の年平均

値を使用し、補完調査地点については各項目

とも測定データの平均値を年平均値として使

表3 二酸化硫黄測定結果

有効測 測定

測定地点 定l_1数 時間
平均値

日 時間 ppm 

鹿角 春 13 335 0.005 

” 
百冬 15 368 0.002 

” 秋 13 338 0.002 

II 冬 14 366 0.004 
補
年 1/¥J値 55 1407 0.003 

鷹巣春 15 373 0.005 

完
” 夏 13 328 0.003 

II 秋 1 3 335 0.004 

地 II 冬 15 382 0.004 

年 1iil値 56 1418 0.004 

阿イ三 春 13 330 0.003 
‘,’,‘, ‘ 
！！夏 4 117 0.002 

” 秋
， 246 0.001 

” 冬 14 370 0.002 

年間値 40 1063 0.002 

大 館 365 8757 0.003 

既 能代東 360 8636 0.003 
．` l -

告l収）し
能代西 355 8594 0.003 

浅 内 352 8468 0.003 
測 .. - '~~ 
桧 l.[j 364 8742 0.003 
、49.  

＇ ＇ 

昭 和 363 8734 0.003 

局 船 JI I 366 87611 0.002 

船 越 363 8717 0.002 

用した。濃度分布図は得られた平均値を使用

し、濃度データを補完するための方法として

はスプライン法による推定法2.3.4)を用いて作

成した。

3 結果及び考察

3. 1二酸化硫黄濃度

二酸化硫黄の測定結果を表3に示す。補完

調査地点及び既設測定局とも、環境基準であ

1時間値が 日乎均値が
1時間値

LI平均値
0.lppmを超 0.04ppmを

の最高値
の2%

えた時間数 超えた日数 肱外hl'i

時間 日 ppm ppm 
＇ 

゜ ゜
• 0. 017 

゜
（） 0.010 

゜ ゜
0.005 

゜ ゜
0.024 

゜ ゜
0.024 0.007 

゜ ゜
0.020 

（） 

゜
0.009 

゜
（） 0.015 

゜ ゜
0.014 

゜
（） 0.020 0.006 

゜ ゜
0.010 

゜ ゜
0.004 

゜ ゜
0.004 

゜ ゜
0.003 

゜ ゜
0.010 0.004 

゜ ゜
0.024 0.006 

- - ー・ ・/・← 

゜ ゜
0.017 0.005 

一~・~

゜ ゜
0.023 0.006 

゜ ゜
0.017 0.005 

---- • •ロ・

゜ ゜
0.013 0.005 

゜ ゜
0.035 0.007 

゜ ゜
0.019 0.005 

゜ ゜
0.019 0.004 
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る1時間値0.lppmを越える濃度は観測され

ず、日平均値の 2％除外値も0.004~0.007

ppmの範囲にあり、環境基準の0.04ppmを大

きくド阿っている。

中央地区及び県北地区の二酸化硫黄の濃度

分布図を図 2に示す。秋田市内で茨島工業地

幣を中心に年平均値0.005~0.013ppmの比較

的高い濃度の地域がみられたが、県北地区で

は大規模工場が立地している工業地帯もな

く、地域全体が年平均値で0.002~0.004ppm

と低い濃度の清浄な地域となっている。

3. 2浮遊粉じん及び浮遊粒子状物質濃度

補完調査地点の浮遊粉じんのF値換算濃度

及び既設測定局の浮遊粒子状物質濃度を表4

にホす。補完調森地点では、塚塙鷹iiである

1時間値0.2mg／面を超える濃度は測定され

ず、日平均値の 2％除外値も0.027~0.029mg/

呵の範圃にあり、且凡設測定局のII半均値の 2

％除外値0.029~0.066mg/m叱ともに環境基

準0.1mg／面を下回っている。

汀遊粒子状物質は、調査地点によってi農度

に1-’i|•のばらつきか見られるか、仝体的な傾

向としては二酸化砿黄濃度の揚臼と同様に、

平成2年度調査の秋田市内の一部で年平均値

0.030~0.040mg/m'の比較的高い訊度の地域

かみられたが、リ；［北地区の調査ごは年平均値

で0.029mg／面以下と全地域でこれより低い濃

度が観測されており、地域全体が清浄な地域

となっている。

3. 3宰素酸化物濃度

窒素酸化物の測定結果を表5に示す。補完

調査地点での二酸化窒素は、日平均値の年問

98％値が0,006~0.023ppmの凧且圃にあり、闊

設測定局とともに環境基準0.04~0.06ppmを

下回っている。

中央地区及び県北地区の二酸化窒索の濃度

介布図を図 3に示す。私田巾内で国道 7号線

に沿った茨島、上崎地域に年平均値で

0.013~0.02lppmと比較的高い濃度の地域が

みられ、 I’1重）J中の交通量の多い地域で仇い

度が測定された。県北地区の関査でもl叫加こ

自動車による影響がみられ、自動車排出ガス

測定局では、年平均｛直が0.008~0.022ppm（日

ヤ均値のり[:l]98％値は0.017~0.038ppm) と

なっており、比校的高いよ〖度か観測されたか、

一般環境大気測定局では、年平均値0.003~

0. 009ppm (Fl平均値の年間98％値は0.006 

~0.023ppm) と低い濃度レヘルになってお

り、自動車の影岬がみられる一部の地域を除

いて地域全体としては消浄な地域となってい

る。
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二酸化硫黄濃度分布図
`̀‘ 

-48-



表4 浮遊粒子状物質測定結果

有効測 測 定
1時間値が 日平均値が

1時間値
日平均値

測定地点 定日数 時間
平均値 0.2mg/mを超 O. lmg/mを

の最高値
の2%

えた時間数 超えた日数 除外値

H 時間 mg/m' 時間 日 rng/m3 mg/m' 

鹿角 春 13 335 0.018 

゜ ゜
0.046 

II 夏 ， 244 0.013 
゜ ゜

0.046 

I! 秋 12 315 0.017 

゜ ゜
0.046 

！！冬 14 365 0.019 

゜ ゜
0.047 

補
年間値 48 1259 0.017 

゜ ゜
.0.047 0.029 

鷹巣春 15 377 0.018 

゜ ゜
0.048 

完
” 夏 15 370 0.010 

゜ ゜
0.030 

” 秋 13 334 0.020 

゜ ゜
0.092 

地 II 冬 15 382 0.015 

゜ ゜
0.043 

年 1札j値 58 1463 0.015 

゜ ゜
0.092 0.027 

阿仁春 13 331 0.018 

゜ ゜
0.070 

‘占'9、
！！夏 7 194 0.015 

゜ ゜
0.023 

II 秋 ， 254 0.014 
゜ ゜

0.066 

” 冬 15 382 0.013 

゜ ゜
0.022 

年問値 44 1161 0.015 

゜ ゜
0.070 0.027 

大 館 326 7835 0.029 1 

゜
0.223 0.066 

既 能代東 366 8750 0.015 

゜ ゜
0.156 0.032 
，．…  

設
能代西 357 8627 0.019 

゜ ゜
0.107 0.040 

浅 内 361 8662 0.013 

゜ ゜
0.138 0.029 

測
桧 山 132 3172 0.015 

゜ ゜
0.161 0.033 

心r9.̂  __, 

昭 和 363 8725 0.016 

゜ ゜
0.141 0.035 

局 船 ) l l 366 8737 0.015 

゜ ゜
0.169 0.034 

.. ~ -

船 越 343 8272 0.021 

゜ ゜
0.182 0.052 

※補完調森地点については、浮遊粉じん測定値のF仙換算である
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表5 窒素酸化物測定結果
酸化窄ぷ 一酸化字ぷ 窄ぷ酸化物

イ走i効II 測数 測時 定間 の11J1低かl ll：li 値値 イ定i効II 測数 測II,i9: 走l l :) 1 2時たP!l11間時111をllli t l が
ll平均値が

の111最.l: I il i:j iifl il{ii •. 19 の1'81年；均％1l値i値) イ定i夕I）IJ i数l I II 測II/J• I 定: il 0l )」|l＼,i女-l il l:l jiil lllii •. N‘I ON•:均tON{2O, h, • 測迩地，点 、ド均値 ‘I i.均値 0. 超 0 超0え6たppmII 数を ‘l’・均1直
え数

II 1 15 | l il ppm ppm II I H I : :l ppm 時 1lll II ppm ppm II I I i -I l l l ppm ppm ％ 
鹿角 イド 13 329 0.002 0 013 13 329 o. 007 

゜ ゜
0 026 13 329 0.009 0 033 

II づ,., • 11 270 0 004 0 035 11 270 0 007 

゜ ゜
0.020 11 270 O.Oll 0 052 

II 秋 13 339 0.010 0 099 13 339 OOH 

゜ ゜
0.035 13 339 0 021 0.133 

補 ” 冬ヽ 10 296 0 003 o. 028 10 296 O.Oll ゜ ゜
o. 042 10 296 0 014 0 069 

年 1l ll fI/i・ 47 12:11 0.005 0 099 47 1234 0.009 (I 0 0.042 0 018 47 1 0 014 0 133 65. 9 

大館 ｛ド 11 304 0 001 0 (Il l 11 304 0 005 

゜
II 0.027 II 304 0. 007 0 036 

” 以 14 354 0 001 0 007 14 354 0 00:l (I II 0.016 14 354 ll 005 0.023 

完
II 秋 13 336 0 004 0 036 13 336 0.010 （） 

゜
o. 034 1 3 336 0 015 0 062 

” 冬 14 345 0 003 
0 02,1 14 345 0.013 （） 

゜
0 042 14 34 5 0 1116 0 057 

年 1: il i直 52 1339 0 11112 (1 0 3(i 52 1339 0 008 ll I) 0 042 0 023 52 1339 II 1110 0 062 76.9 

脱巣 iド 13 329 0 003 0 020 13 329 0 006 

゜
(I 0. 028 1 3 329 0 008 0.048 

地 ” 
冬,·,— 15 37l 0 003 0 019 15 371 0.00:i （） 

゜
0 016 1 5 :171 0 009 0 034 

” 秋 13 334 0.009 0. 076 13 334 0 011 ゜ ゜
0 038 13 334 0.020 0 ll2 

” 冬 14 367 0.006 o. 049 14 367 0 010 ゜ ゜
0. 048 14 367 0.016 o. 087 

年 1/ij値 55 1401 0 005 0 076 55 1401 0.008 

゜ ゜
0 048 0.019 55 1401 0 013 0 112 56. 7 

点
阿イ・. ./ド 13 331 0.001 o. 004 13 331 0 003 

゜ ゜
0011 13 331 0.004 o. 015 

”反 15 373 0.003 o. 016 15 373 0.003 

゜ ゜
OOll 15 373 0.006 0.022 

” 秋 7 202 0 002 0 016 7 202 0.003 

゜ ゜
0 015 7 202 0.006 0.028 

” 冬 15 382 0.002 0.019 15 382 0.004 ゜ ゜
0 020 15' 382 0 005 0 035 

年 1li]値 50 1288 0 002 0 019 50 1288 0.003 

゜ ゜
0 020 0 006 50 1288 0.005 0.035 57.5 

既
能代束 352 8198 0 003 ll 094 352 8498 0. 007 

゜
~ ~ ~・

（） 0 066 o. 014 352 8498 IJ 010 0 136 69 1 
能代西 356 8G05 0 001 0 081 356 8605 0 003 

゜
II 0.050 0 0 1 3 356 8605 0 004 0.129 74 6 

舌n／し浅 内 320 7850 0 001 0 025 320 7850 0.0112 

゜ ゜
0.026 0 006 320 7850 0 003 0.047 77 9 

桧 111 137 3325 0 001 0 016 137 3325 0 003 

゜ ゜
0.024 o. 007 137 3325 0 004 0 065 72.3 

測昭 和 359 8667 0 002 0 062 359 8667 0.003 

゜
II 0.030 0. 008 359 8667 0 005 0 077 67.5 

船 Jil 357 8691 0 001 0 079 357 8691 0.003 

゜
（） 0.061 0 009 357 8691 0 005 0.140 70 6 

定
船越 360 8663 0 001 0 071 360 8663 0.004 

゜
（） 0.036 0.010 3GO 8663 0 005 0 105 74.8 

鹿flJ自排 353 8523 0. 022 0, 206 353 8523 0.013 

゜ ゜
0 074 0 02G 353 万 0. 034 0 252 36.6 

局
大館自排 362 8697 0.036 0.344 362 8697 0.022 

゜ ゜
o. 081 0 038 362 8697 0. 058 0.413 38 3 

能代自排 365 8741 0.007 0.497 365 8741 0.008 

゜ ゜
0.075 0.017 365 8741 0.015 0 572 54.6 

50 
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図3 二酸化窒索濃度分布図
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3. 4オキシダント濃度

既設のオキシダント測定局が秋田市、男鹿

市、能代市と海岸部に設置されているため、

県北内陸部の大館市に補完調査地点を設け、

内陸部では初めてオキシダントの調査を実施

した。オキシダントの測定結果と補完調査地

点の大館局での月間値測定結果を表6、7に、

また、補完謁森地点でのオキシダント経月変

表 6 オキシダント測定結果

昼間測 昼間測
丑間の 1
時間値の

測定地点 定日数 定時間 年平均値

日 時間 ppm 

大館 259 3849 0.020 

能代西 364 5079 0.032 

船川 359 5314 0.038 

船越 361 5318 0.037 

※大館が平成3年度の補‘如J.¥j荏地点

表 7 オキシダント）l廿tl値測定帖果（大館）

～項ここl]-~~¥--.-~こー一-年--
5月 6 

昼間測定日数 （日） 12 20 

杜間測定時間 （時間） 141 303 

昼間の 1胃間値の
月平値 (ppm) 0.047 0.030 

仕間の 11悶値が （日） 5 1 

0.06 数ppmと時を えた
日 間数 （時間） 23 6 

仕間の l11、i-1閏値の (ppm) 0.074 0.073 
最高｛直

昼|il値間のの月日最問平高均1値時 (ppm) 0.058 0.039 

化を図4に示す。

補完調査地点の大館局では、 5月に 1時間

値の最高値0.074ppmが観測され、既設の測定

局と同様に春先きに高い傾向を示した。また、

昼問の 1時間値の月乎均値は、図 4に示すよ

うに既設の測定局より低い浪度が観測され

た。

（平成3年5月から平成4年4月までの調査結果）

昼問の 1時間値が 仕間の 昼間の 11最
0.06ppmを超えた 1時間値 高1時間値
日数と時間数 の最高値 の年平均値

日数 時間 ppm ppm ， 34 0.074 0.030 
—· 

29 189 0.097 0.040 

39 223 0.100 0.047 

31 193 0.092 0.046 

平成 3 年 平成 4 年

7 8 ， 10 11 12 1 2 3 4 
17 27 29 22 24 30 31 11 13 23 

230 393 453 325 365 455 484 162 189 349 

0.019 0.017 0.019 0.018 0.014 0.014 0.012 0.021 0.026 0.035 

゜゚ ゜゚ ゜
() 

゜
（） 

゜
2 

゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜
5 

0.044 0 056 0.042 0.041 0.036 0 037 0.028 0 039 0.045 0.066 

0.027 0.026 0.029 0.028 0.025 0.022 0.018 0.032 0.036 o. 045 
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図4 県北地区でのオキシダントの経月変化（昼間の一時間値の月平均値）

3. 5浮遊粒f状物質中の成分涙度

補完調査地点での浮遊粒子状物質中の成分

濃度の調査結果を表8に示した。また、浮遊

粒仁l犬物質の成分濃度比を図 5に小した。

全地点ともSO/ーとNH4十かJI:iitに大きな

割合を占めており、多い時期で7割、少ない

時間でも 4割以上を占めている。また、秋季

のC0，ーも各調査地、点で1也の時期に比べ大きな

剖合を占めているか、海岸部の能代東局と内

陸部との中間地点に位置する補完調査地点の

li悲果では、 Naとはかどちらも他の時期より

も高くなっている。圃時期その他の内陸部で

は、Cも濃度比が他の時期より大きくなってい

るが、Naは他の時期と比べ必ずしも大きくな

っておらず、iiijii：部と内陸部で堤なったパタ

ーンの成分濃度比かみられた。この秋季調査

時期の気象状況は海岸部の能代東局で、 NW

系の海からの風が32.4％を占め風速も 5m/

sec以上が18.1%と強くなっており、また、内

陸部の大館局では、 SW系の風か多く、風速

も5m/sec以上が0.6%と弱く、海岸部と内陸

部で嬰なった気象状況を示した。

いるが、

ら、海塩の影粋は海岸部の能代市から1人l|i俎部

との中間地点に位置する慨巣町までは及んで

さらに内陸部の大館市までは海塩の

影響が及んでいないとぢえられる。また、 I: 

壌系粒「のiミ要構成成分であるA此 Caは在

期に成分濃度比が大きくなる傾向にあった。

これは、大気が安定する夏季、秋季と呵に照

われる冬李に店lj合が少なくなり、春季に風に

よる土壌の巻き上げが影響して濃度比か大き

くなっていると考えられる。Aに Caについて

は、海ii,-h|iと内陸部に特に辿いはみられなか

った。

まとめ

県内の大気沿染マップ作成のため、今り度

4
 

ごのことか

は県北地区の既設測定局11),liと 5ヶ所の補完

調査地点を設けて、大気環境濃度を測定した。

前年度の中央地区の調査結果と併せて大気環

境濃度の[Jij杏を行い、次のことが判明した。

(1) 二酸化硫黄及び浮遊粒子状物質につい

ては、前年度調査した秋田市内の一部で

比較的高い濃度の地域がみられたが、今
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表 8 浮遊粒子状物質中の成分濃度（県北地区）
地点名 月 Fe Mn Al K Ca Na Zn Cl- NO, s01- NH: 

μg/m' μg/m' μg/m3 μg/m' μg/m' μg/m' μg/m' μg/m3 μg/m' μg/m' μg/m' 

5 0.289 0.015 0.175 0.099 0 220 0. 750 0 047 0.167 0 348 4.310 1.106 

8 0 117 0.028 0.049 0.059 0 118 0. 447 0 126 0.299 0 553 2.116 0 658 

鹿角 10 0 299 0.014 0.070 0.184 0.030 0.386 0 ll8 0. 639 0 663 2.097 1. 050 

2 0 247 0 024 0. 101 0.202 0.177 o.:J38 0 140 0.293 。令954 3 655 1.215 

平均 0.254 0.021 0.099 0.136 0 136 0. 481 0 108 0.350 0. 630 3 045 1.008 

5 0.232 0.005 0,353 0 137 0.307 0.595 0.093 0. 347 0 350 3. 713 0.619 -
8 0.089 NG 0.123 0 068 0.117 0 455 0 042 0, 189 0 457 1.875 0 599 

大館 10 0.376 0.010 0.228 0.241 0.103 0 470 0 083 0. 701 0 798 2.049 0 892 
←-
2 0、127 0.008 0.119 0 258 0.179 0 493 0.072 0.477 l 784 5.490 1,815 

平均 0.206 0.006 0.206 0.176 0.177 0.504 0.073 0.429 0 848 3.282 0.982 

5 0 323 0 006 0.341 0 212 0 297 1. 281 0 048 0 362 0 446 5 800 1.231 
l 

8 0 069 NG 0. 064 0.133 0 091 0.322 0.066 0.239 0. 576 2 293 0.781 

鷹巣 10 0.225 0 009 0.142 0.288 0.072 0.822 0 088 1 339 0. 779 2 400 1 098 
•• l ．．← 

2 0 256 0 010 0 105 0.189 0 227 0.588 0.057 0 464 1 180 4.087 l 060 
＾^ 

平均 0. 219 0.007 0 164 0.206 0.172 0 754 0.065 0 601 0 746 3.645 1 043 

5 0 362 0.003 0 171 〇̀124 0.269 0 396 0.024 0.172 0 220 3.86:l 0 G45 

8 0.071 NG 0.048 0.126 0.105 0 247 0.021 0. 195 0. 267 1 787 0. 551 

阿仁 10 0 138 0.008 0 035 0 181 0.048 0 352 0.026 0 447 0.381 2 304 0.898 
＇ ＇ 

ドー一~

2 0. 056 0 003 0 076 0 135 0 104 0 408 0.010 0, 3 4 6 0 492 2.929 0 836 

平均 0.157 0 004 0.084 0.142 0.132 0.351 0.021 0.290 0 341 2. 721 0 733 

5 0 370 0. 051 0 331 0 132 0 297 0 :,98 0.090 0072 0 569 3 045 0,807 
',  

＇ 
＾~一 9 ^ 

8 0 224 0.061 0.119 0.115 0 142 0.449 0.079 0 208 0.664 2.083 0 601 

能代 10 0 394 0 114 0 095 0 200 0.111 l 030 0 088 1 031 0 621 1.878 0 533 

2 0.415 0.086 0.149 0.268 0. 351 0,836 0 092 0 566 0. 778 4 126 0,820 

平均 0 351 0 079 0 174 0 179 0 222 0.679 0.088 0 470 0.659 2 783 0 691 

鹿 角 大館局 鷹 巣
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図5 県北地区の浮遊粒子状物質成分濃度
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年度調査の県北地区は大規模な工場地帯

もなく、地域全体が低い濃度レベルの清

浄な地域となっている。

(2) 二酸化窒索については、前年度調査で

秋田市内の国道7号線に沿った地域と今

年度凋査で限北地区の自排局で自動車の

影響による高い濃度の地域が観測された

が、県北地区の自動車による影岬は、交

辿械の多い限られた地域であり、その影

響は国道に沿った周辺地域には拡大して

おらず、全体として消浄な地域となって

いる。

(3) オキシダントについては、能代、船川

等の既設の測走局と同様に、県北内陸部

の大館測定局も春先に高い傾向を示した

か、濃度は既設の測定局より低くなって

いる。

(4) 浮遊粒子状物質の成分濃度について

は、前年度調査した秋川市内の測＇よ結果

と同様に、県北地区すべての地点で

SO/ーとNH4'が大きな店ll合を占めてい

た。また、海塩由米の主要成分のNaとCQ;一

については、洵岸部と内陸部で児なる状

況かみられたが、土壌土災構成成分であ

るAに Caについては、海岸部と内陸部で

牡•に辿いはみられなかった。
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